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気象概 究所露場観測デー
タ に よ る草地の 地表面熱収支の 解析

瞳

軍斐智博 （気象研究所）、 萩野谷成徳 （気象研究所）

1 ．は じめ に

　 2003 帰頃よ り気象研究所露場 に お い て 、地表薗

近傍に お ける気象要素 の 観測を畏期的に 実施 して い る 。

本研究 で は、こ れ らの 観灘データ を基 に地表面 の熱収

支 を解析 し、熱収支変動を求 め る と共 に 、変動 の 原 困

を明 らか に す る 事 を 目的 と す る 。

　尚、露場 の 観測環境に つ い て、地面 は草地に な っ て

お り植生活動があ る。冬場 は枯地 に 近 い 状況で あ るが、

夏場等植 生 活動 が 活発な時期 は草丈が数 10cm 〜 1
m に達す る e

2 ．解析方法

　地表面 を薄 い 層 と して、次 の 熱収支武 を 仮定す る。

Rnet ：： c 十 IE 十 ff． （1）

た だ し、Rnetは正味放射量、　 G は 地中熱流鷺 、　 IE は

潜熱フ ラ ッ クス 、H は顕熱 フ ラ ッ ク ス を表 す。次 に、

潜熱及 び顕熱 フ ラ ッ ク ス の 分配比 を表す ボーエ ン 比 に

つ い て は バ ル ク 式か らの 類推 に お い て 、バ ル ク 係数が

大きく変化 しな い と仮定すれば次 の近似 式を得る D 。

β ＿互螺

（ろ鑿 σ
，

　　 IE　　よ△qU
（2）

ただ 駄 （］
p

は定圧 モ ル比熱 1は単位質量あた りの 水

の 気化熱、△T、△g は 2 高度 の 温度差、比湿差、U は

水平方向の 風速を表す。又、バ ーは時聞平均を 表す。

　以 上 を踏ま え、熱収支を求め る方法として 、Rnet、
G、△T、△q、U を観測データから求め、式 （1）と （2）
の 連立 に より、 顕熱及び潜熱フ ラ ッ ク ス を求め る ボー

エ ン 比法を採用す る。今園の 解析 に 利用した データ は

2003 年か ら 2008 庫 の 6年閥の もの で 、 △T 、

△g に っ い て は地上か ら の高度0 ．4m と 2m 、　U につ

い て は高度 lm で 測定した もの で ある。
3 ．ヂータ処理

　各観測要素の 6 日間の平均値のデータ か ら、各 フ ラッ

ク ス の 6N 間平均値を 計算する 。 岡 じ平均期間のデー

タ を 6 年分 （6 個）得 る の で 、こ れ らを単純 に 乎均 し

て 、各期間 ご と の 値をプ ロ ッ トす る （図 1）。 但し 、 式

（1＞、（2）よ り、tEo （ ／1（B 十 1）と な り、　 B ＝一ま近

膀で は、計算精度 が非常 に 悪 くなるた め、こ の ような

データ の 中で 特 に 精度 が 悪 い と思 わ れ る も の は 除外す

る 。 そ の他、測器 の 点検 や 不具命等長期 に渡 る 欠測期

間の データ も利用出来な い。こ れらの データを除い て

も極端 に デー
タが少 な い 期間は な く、平均的な傾向 を

調べ る事に つ い て は問題無い と思われる。
4 ．結果
　図 1 より、変動 の 大まか な傾向と して 、

1月頃か ら

5 月 中旬 頃 ま で 顕熱が卓越 し、それ以降潜熱 が 卓越 し

て い る。植 生 の ない 裸地面で は、熱収支変動 の 原因と

して 、降水 の 籍無が大 き い 2）。　 ’方、研 究 所 周 辺 に お

い て は、隼 を通 して
一
定以 上 の 降水 が あ る に も 閼わら

ず、こ の よ うに 明瞭な 卓越 の 違 い が現れ た原圀は、植

生活動 に よる蒸散が、熱収支 に 大 きな 影響 を 及 ぼ して

い るか らだと推測され る。

　今後の 課題 は、植生 や気象状況が熱馭支 に 与 え る 影

響を厳密 に議論するため、よ り精度 の 良い データを得

る事で ある。 こ の ため、渦相関法等他の 解析と の 比較

に よ るデータ の 選定、及び式 （2）で 無視 した バ ル ク係

数 の 安定度 に よる変動の 影響 に つ い て 詳細 に 調べ る 必

要があ る。これ らの作業で得た データ を蟇に、植生や

降水状況等健 の 要素 と熱収支の 関連 に つ い て 明らかに

した い e
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　 　 　 　図 1： 2003 年か ら 2008 年の 各フ ラ ッ クス の 平均 的な変 化。6 日間 ご との 平均値 を プロ ッ トした。
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